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平 井他:自閉症児の治療教育に関する研究

自閉症児の治療教育に関する研究

-fallow-upを続けたー症例ー

1 はじめに

われわれが自閉症児の治療をはじめて既に12年あまり

となる。その間 わが国における自閉症児の研究も、初

期の散発的な症例報告から、医師をはじめとする研究者

の興味を中心とした「自閉症のi随時Jをめぐっての論争

へと進み、最近では、子どもを中心とした治療教育を考

える方向へと大きく変りつつある。この変化は、児誼精

神医学のあり方を考える時、むしろ当然の帰着というべ

きであり、われわれの研究も、また同じ歩みを進めてき

ているということができる。

その間常にわれわれの研究に多くの示唆を与えてく

れた 1つの定例を、われわれは既に、著欝「自閉症」及

び、厚生省児m家庭局監修「児蜜のケースワ戸ク~例悌

一第十九iI!-Jに「長期間観察治療をつづけたケースの

経過報告」として報告してきたが、それ以後の経過をこ

こにまとめ、長い経過を追い、今、思春期を迎えている

自閉症児の問題の解決に若干の考察を加えてみようと思

う。

2. 症例

(a)出生より現在までの経過の概略.一(前著よりの抜草〉

M' B 男児昭和30年出生

2才10ヶ月の時「口がきけないJ (意味のある官業が

いえない〉ことを主訴に来所。その時に行った乳幼児精

神発迷検査の結果は、 DQ63であり、一応テストにも応

研究第7部 平井信義・野田幸江

6才8ヶ月、近所にある普通の幼稚闘に入園した。

6才9ヶ月、個人療法をやめ、保育形態をとる。すな

わち、入学準備のために、 1才年下の自閉症を疑う男児

1名と一緒に、週Z回、午前10時より午後O時半までの

保育を行なう。就学は、 1年猶予することを決定した。

7才9ヶ月、小学校普通学級入学。それとともに週毎

の治療を中止し、 1学期 1回母親との函接を行なう。

13才9ヶ月、普通中学1年入学、週 1回の個人治療を

再開した。

(b)遺伝関係ならびに既往歴

特鑑すべきものなし

(C)検査

①脳波検査:4才7ヶ月時の所見として¥r. Temporal 

に spikeかと思われる波形が認められているが、 5才

時の脳波、脳のレントゲン、手根骨のレγ トヂン検査で

は、いずれも異常なしである。

②知能検査

Z才10ヶ月 DQ63 乳幼児精神発逮検査

3才9ヶ月 52 ， 

4才0ヶ月 63 q 

4才3ヶ月 74 q 

5才4ヶ月 57 q 

(剖家族構成

古富「Tー「古♀ 

父は海兵卒で会社員、母は高女卒。

父が30才、母が27才の時に本人が出生

3年後に弟が出生している。

じているところから、相談担当者より「精神裕弱の可龍 (司生育史

性が強いJとの診断をうけた。その後 1ヶ月たち、友人 出産は、陣痛が始まってから 4日かかったが、正常分

関係を問題として再び相談に来所して以来、われわれが 挽であった。仮死はない。出生時体重は3480g。首のす

担当するケースとなった。 わりは 100日ぐらい。始歩は l才6か月でやや遅かった

3才9ヶ月より、診断を目的とした週 l問、 1時聞の が、その後の発達は早く。短期間のうちに走り回るよう

観察を開始し、同時に 1か月に 1回母親との面接を行つ になった。

た。(f)幼児期にみられた特徴

4才9ヶ月、 1年間の観察の結果、自閉症的児笈とし 第 1表参照

て、週 1回 1時聞の遊蚊擦法を始めることを決定し、関 (g)学童期にみられた特徴

来それを続けた。 第2表参照
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第1表

1 0 才 L_l才 1 2 才 1 3 才 1 4 才 ....1 5 才 6 才

せ自分るの手をひらひらさ興味すを持るっとその事に乗音物で貨が物好き魚で、行、汽容車の様で固ましを追う 水を異常にこわがる ひもいじり はとに興味をもっ

熱中放る、 穴に物を入T252、kー、A日中ー事でっどたこへも行のをく持にもち気あにるいく並なべらべる事るを好み何でも物再びを放はりじ上まげるる〈せが l掘日中る泥、3んヤ遊るびと、自穴転
物れをる も 時計をほしがる 家出る同じ時間に焔っ鼻ほじり、指しゃぶり、事をオらひーっトくイきり返を片しはて事t 
歩〈コース炉内き テレピの時報を 1日中て来 動いているものに飛び?
まっている 待っている 紐を持ち歩き口の中f:つく

つめたり出じたりする戸の開聞に対する執着

せ セーターの袖口をすう袖口すい、どこでもな
める

な し ー な し 直せ球ののみない音のくみ合 ~諮口いに数出がじてまいし、う何採にでなも同多いじ言葉のくり返しが

嬰求はすべて習の手を る f三郎、ったおじい
と 川ひべっぱって表現する 反響言語出現 いちっゃんた、とたエかレベちーゃんターと

ののった、た九品スカレータ

ば |同ーお惜ものっちおゃ、、しおゃまべたも行ちりがゃく、」で

いたずらがはげしい 1才半歩きはじめる 排尿 自立 なっいっながる事来てかくいずなたも拒一たがっ、緒むおた手後伝、EいJIJ鳩や犬とよく遊び、古近所A の犬を非常にかわ用使、えまがえ、，再び自
生 よくノね+むりり勺よこ育くのみ晶、寸護始蹄まるを好と，み、そ対の冊オがい反を疫疑がう少ないのでロゥ古い にま吾つ#が材で犬小屋を作る tf、 1日中遊んで立

い'"赤メAちゃん両といわてれ‘たッE汚警官Z恥初抗 菌に行iil<<'") la人、 u， け歪くすな-JIl句:

10すヶ月き、バせでも上ずふイイ手バざナけイイ符? 、 デパート、地下鉄、遊 町く人出、ま耳かかせんとなる

実ァー 等しかはぜし 閑地を嫌う 気とにいれらたない机事抽がきあh る

活 人んぜまねん n いあよば凶して手ソ4も~つ4けノめら
れJな、くソなる。

他味のを子示どさずもの遊びに輿他てのも子ぞどh も""が遊h んらで... い茶わてんをるわ酷る戸等山人M が_，.困鬼いとことよく遊ぷ 弟をいじめる 3をを?浴つ?びき:せとはあまるすいはます砂傍遊

対 るまMJZE控訴AL、ふこ議て芸美江霊訪弟と主大ハ喜だいびてで追逃げいかまわけるるマう寸と泣きグ出トすで母を見失 いzる友小達さにい子砂

人一 法 人鵠芯H議弱い者いじめの傾向がI 'I~，~~'t :t~ 
関 I'C宅ら 出る | 弟をいじめるかと思う
係 、 、 b ， 13才のいとことだけよ | f と仲良く遊ぷ

日円 五遊.li. I I ν 外出する時は必ず弟に
同行を求める
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幼児期にみられた特徴
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学賞期にみられた特徴(ー〉

'J' l 年 2 年 3 年

。かなり畏縮している感じ 。学一年校にであもなっれた本人にとっても居心地の良い 0決りめボられた4時しまでは学1]1校がにいるが、ひと

01~2度一応公共形のだ物けを外皆へに放まり出り特す別ことは題あ
でンヤリている 多い

なったし ヵ~-Jë，Mt!. ~t ~立 じ Pこr.ll 0皆のHIjで郁:もうたうし順番に本もよむ
0ずた3学ずら期をらにるなきをりく学髭す校切るでも他家と子l同時 じようないた学校適応 0授業中でも家庭と同じ調子の質問が始まる すが 〉り、 の のノ{トにい

0袖口をかむ 4~5111; 1司自に多い
0学よ校うかにならのるお知らせを忘れずに伝達できる

..........且・・・・・・・・・ー・・・・・a・......-.

|δOのHHMに君はも絶か常対わにでらず縦あ、り、つくねなその仏っ通たりり大すを好るまねきでるある I~な同よるくけ校んか山をする山り遜仰向糊lく友 達

80O展算社社ど数会会れ程科科の理計→→地賢道路図がして出をいる程事の度→か不表明来かるく 札を読む事に発

‘.、司、

学 業 標識に興味をもっ

。先生は神経質で口数も少なかった。 。8窓関先れ落係生るでのもま個ユよう人にく的モなな質ラるり一、問ス一命なに先令も生、されかれなばりそよれく答に従えらう先生との関係

0に5は~加6人わのら友な人いが遊びに来てくれるが遊び 逮は出とー来

O議oOT艇rとiは鰭dりでよf弊聞〈遜F胤誌や 冊!Eel品ま晴ぽ
の父事がについて気は話が狂しあたう

カノレタ かまうと っ

家庭での様子
して坐 つったけラ事ネるから自分にQちゃ

プ タりウムを見に行
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問日「何のが月多出何、い日日のの入日ノり、出地は何図l道時路何分標識?J という質
星座、月

捕ず加でし符叫が決もま制描納町uは、 の にワいて
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学m期にみられた特徴(ニ)

4 年 5 年 6 年

0新学期を迎え一応落つきをとりもどす 0始めよかったが1月半位後、援を切る 友 。学校で作った地球儀を毎日もって行き4分
0一応4時までは学校にいるが学習にはのつ 人の首をしめる、顔に爪をたてる等の行動 聞に1度づっ手でまわしていた

ていない が始まる

03学期になり再び問題をおこす(ヵーテγ 0先生がいないとよく事件がおきた

学校適応 を切る、当番表にイタズラがき〉 02学期になり、怒っき、問題をおこす事なし

0理科の時間にトラブノレが多い、突験探具を Oil!!励会などよくやる

独占したがるため

0木昭日に多い、しかし休めとい号と〆メと

いう

0母がついて学校に行く
.................曹............町，.・................・..・・a・・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃..........曹............・...圃圃圃圃圃圃圃圃'・・........................園田‘・・ 目圃h ・・...........問刊日日日向a・a・・・.....凶.圃園町四日圃園田園圃圃圃.............・・・..................・“‘・‘................・...............................・ 6・・‘・‘・ー.“・・・‘........ー・...喝.......................

0なぜ、いたずらしたのかときくと、友人が 01人の子どもを好きになり追いかけまわす

バカにしだからという (男の子〉

0続部の子と仲良くなり、その子によばれる

友 迷
と運動場へ出る

0友人や先生の家に遊びに行きたがる 親よ

り友人を受け入れていた

02学期になり友人に対する興味まったくな

くなる

0授業中、百科辞典を持ちこむことにより間 0諮取りを好む 0中学問題がおこり、!ll取りをする様になる

学 業 題を解決しようと試み，ある程度成功 02学期になり成績下る

C学習もむづかしくなり、わからなくなった

という感じ

(2) 第2表
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C再び男の先生

0先生が本人に対l)警戒的

先生との関係
02学期になり先生に手離されたという感じ

(問題をおこさないのでそれでよいという〉

0教育研究所に出ている先生という事で親と

しては安心していた

。帰宅後机の前に坐っている事が多く、図鑑 0それまでどんなに大変でもちゃんと続けて 06月頃あばれる→秋の中端よりなくなる

をみる、日記をかく、習字をする いた日記を3月8日からパタッとやめてし 0稽<>1>が始まるミ目ダクリ、の絵
0人に対する区別をする、本人に好意的な人 まう 。中学の問題から父親がかなり本人の生活の

しには質問をあびせ、そうでない人には戸 中に入り、きびしかった家庭での様子 をめたり、フスマを破いていやがらせをす
0地球儀のフj1から計器類を机の上にならベた

る
0弟とのけんかが華々しくなり恐ろしい様な

り、イド・ケイドに興味をもっ

つかみ合いをする 。3学期から日記をつけ始めるが、家の建設|

0興奮すると、みさかいがなくなる の司王ばかりか〈

0泥あそび 0写真に興味を持ち、学校のクラブに入る 0写真の興味なくなる

0他物採集 0オーストラリヤ 0工作用紙で家を作る(学校の3側面でマン

。スーパーポ{ノレは何故はずむか、アりは90 0天文、地図 ショ シの建築がはじまる〕

興 味 度のところを歩いても、なぜすべらないの 0娃 。マ{グをかく

か等質問 0折紙で舟を折る。

。カレシダーに対する興味も詳細となり、そ

れにこる〈適という腐を自分で作る〉

0臨海に連れて行ってもらえず〈本人はとて

も行きたがっていたのに〉

01学期は問題はあったが生き生きしていた

'e の 他 様に思う

C学校でお客様になってしまった様な感じ

Oあまり家にとじこもっているので無理にフ.

ールにつれて行く
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小学校入学を換に、過 l回の個λ療法を中止しだが、

その理由は、学校側の受入れがほぼ満足すべき状態であ

ったこと。本人自身が「愛育会へはもう行かない」とい

い出したこと。及び母親が非常にすぐれた受容カを持

ち、われわれが当時、意図していた治療方針一一専ら子ど

せることは、かえって本児のためにならないという学校

の判断により、ついに入学は許可されず区域の普通中学

へ入学することになった。

入学当初は、われわれが懸念した程のこともなく、喜

んで通学していた。教科別の授業であるため教師の本児

もを、受容をすることによって疎通性を高めるものーー に対する特別の関心がなかったことが幸いしたのか、学

をよく理解し、具体的な生活場面における問題の処理の 校にもよくなじんでい若様であった。

仕方も極めて適切であり、母親自身に務官をまかせてお

いてもよいとの判断を持った事等が大きな理由であっ

た。一方、当時ようやく自閉症児の問題がクローズアッ

プされ始め、治療を希望とする子どもの数も多くなり、

治療者側の時間的制約から本児に対し、あえて治療続行

め処置がとられなかったことも一つの理由であった。

事実「学賞期にみられた特徴」の表でもふれたように

1， 2、3年生頃の本児の適応状態は、治療の必要が感

じられぬ程、よかったので、その当時、P 治療を中止した

ことについて母親も、われわれも不安を感じていなかっ

た。しかし、結果的にみ芳、この時期にわれわれが積

極的に接触をもたなかったことは、その聞の本児の心理

的な経過が不明となり、それ以後の行動との間にどのよ

うなかかわりあいを持っているのかを、抱握しがたいも

(!)治療再開後の2・3のエピソード。

中学校進学をめ寸って、母親との面接が頻繁になる

と、やはり、なお適応などについて問題のあることが浮

きぽりにされ、本児自身に対宇る週 l回程度の個人治療

を続けていく必要のある事を痛感したので、中学校入学

と同時に、本児に対する週 1田の治療を再開した。

治療を再開した当初、セッションの大部分の時間は、

本児がレY トゲγの話をすることで終始Lた。すなわち

rSmはなれたところから 30秒間づっレγ トダシを 100

固かけたらどうなるか?J f30m離れてレγ トゲγ、かけ

たらどうなるか?J r40年に1回しかレントゲンかけな

いとどうなるか ?J等の質問がミり返されると同時に、

それ等の質問がかなりの早さで何枚も何枚も紙に密かれ

た。その問、治療者は、それを何らかの刺激による新し

のにした。その聞の行動の意味を発速の流れの中でとら Fい興味の発現とみて、その興味を発展させるべく、種々

えていたならば、その後の変化も、機に則してより的確今 の知識や材料を用意した。しかいそれ等の働きかけに

に把握し処理できていたのではない措法思われ残念でな はー管を加えるだけで応ずる様子がなしその後のゼふ

らない。その上5'-6年生時の担任教師が、教育相談に :-:;'--aγにおいても同じ質問がくり返さす工た。 1か月程す

関係している先生であったところから、教師の本児に対 ると、 ro日に学校でレγ トゲシをとらないとどうなる

する理解を過信しすぎたこと、及びその教師から問題の か?J r逃げちゃうとどラなるか ?Jという質問に変っ

提起がなかったので、母親もその教師にまかせきってい

たことが、後になって考えれば学級集団の南で問題がな

てきた。そのことにより本児のνν トゲンへの執着は、

先に治療者が考えたような知的興味から生じたものでは

かったというこ主は、教師から問題にされなかったとい なしいやな事、 てすなわちレγ トゲγをとること〉を

うことでもあり、この聞の空白がそれ以後の本児の生活 強制されることへの不安であり、その不安から逃れたい

にかなりの影響を与えてしまっているとみることができ にもかかわらず、その方法を見出し得ないところからお

る。 きた異常なまでのこだわりであることに気づいた。そこ

的中学入学までの経緯 で、治療者が、その点を明確にした時、レY トゲYに対

中学入学に際して、小学校の担任教師から特殊学級へ する機関銃のような質問はやみ、更に学校でのレシトゲ

の進学をすすめられたのは意外であった。しかし、それ γ撮影が終った以後はνγ トゲYに関する質問は、完全

に応じて、見学に行った2・3の特殊学級は、いずれも K消失した。この経験を通して、治療を中断していた空

かなり職業訓練的な色彩が濃く、この時点で今までの受 自の大きさを知ると同時に、自閉症児とのかかわりあい

容的な扱いとは相反する職業訓練を実施することの是非 の中で、いかに多くの行き違いが生じやすいかをあらた

を考えた時、特殊学級入級にはふみきれなかった。たま めて痛感した。不安を解消しえないでいる本児にとっ

たま学業よりも全人格的な教育を第 1の目標にしている て、治療者の与えた刺激が、いかに見当外れのものであ

私立中学校を知人から紹介され見学に行ったところ、本 ったヵ、レY トゲYに関する質問のくり返しを、不安か

児が非常にその学校に興味を示し、入学試験の準備に密 ら生じたものと解釈し得ずに過した数回のセッシ.>'を

取りの勉強を始めたこともあって、そこを受験すること 思い返さずにはいられない。すなわち、知的能力の開発

になった。しかι結局は学力がたらず、このまま入学さ という点にのみ目を向け、それ以上に感情を受容し得な
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かった点に問題があったのだが、あらためて自分なりの

言語的表現を通じてコミュエケートしようとする自閉症

に対して、言語による治療の困難性を痛感すると同時に、

一方では初期の段階においてはかなりの行き違いがあっ

たにしろ、自分の不安をあのような言語的表現を用いて

現わしていたことが了解されれば、言語を主とした精神

療法も十分に可能となるものとも考えられる。しかし、

レントゲγの問題が解決して以後の本児に、この経験が

どれ程の影響を与えたかを考えた時、まったくそれは、

その時、その場だけの経験に終り、その後の生活に何ら

の関連もなく、経験のつみ重ねがないような気がしてな

らない。治療者がうけたこの印象は、彼らの経験が断片

的であり、関係認識が非常に弱いことを物語っているの

であろうか。

6月に入り、本児の通学する学校が運動推進指定校で

あり、学校全体が運動には熱心で、4l-組がパレーチーム

を作り、チーム毎の対抗試合が盛んに行なわれていたと

いう状況下で、本児の参加したチームが、本児がいるた

めいつも負けるので、本児に練習させることによって勝

利を得ょうとした級友が、練習のために家にいる本児を

よく誘いに来た。その際、本児が練習を嫌がっているこ

とを知っていた母親は、本児と級友との聞に入って本児

をかばっていたが、ある目、母親が留守の時しめておい

た鍵までこわされて本児は友入迷Kつれ出され、特訓を

受けた。その事があってから 2~3 日後の学校におい

て、何か直接の動機はあったらしいが、本児は級友に向

って製図板をなげた。

それ以後、級友は本児を危険人物としでみるJようにな

り、本児も通学を嫌うようになった。

この事件は、われわれが自閉症児の扱いを考える場合

に考慮しなければならない多くの，]1:を示唆しているよう

に思う。すなわち、学級内でおきる、この種の問題も、学

童期であれば、不平をいう、あるいは直接に教師に告げ

る等、依存的な方法で解決されたであろう。しかじ、仲

間意識が強くなり、自分逮の力で問題を解決しようとす

る気持の強いこの年令の子どもとしては、級友達がとっ

た行動は、むしろ当然であり、チーム編成の折、そこに

特別の配慮を必要としない種、状態織が好転していた自

問症児でさえも、級友の行動が強い刺激になったこと

は、自閉症児を集団に参加させる場合、その集団の成員

の側におこる変化をも十分に考慮に入れておかなければ

ならないということであろう。

一方、このような問題がおこった時、本児が自主的に

問題を解決する能力が不足していた点にも問題があるよ

うに思う。それは本児が、これまで受けて来た母親の務
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育態度に少なからず関係するものではないだろうか。す

なわち、これまでは、常に母親が共存し、問題がおこり

そうになった時には、いち早くそれをみてとった母親が、

母親自身の手で問題を解決してしまっていた。この自

主的に問題を解決するという生活経験を持たなかったこ

とが、不安から生じた、こだわりの行動や、情動的に未

熟な行動を起こさせたものと考えることはできないだろ

うか。ここに、自閉症児の治療教育を考える場合、常に

その子どもの発達的輪郭を考えた上宅、現時点における

治療方針がたてられる必要があると思う。本児について

も、当面している問題の解決を焦るあまり、発達的にみ

て、自主的能力の遅滞している状態を考慮しなかったこ

とを反省している。

その後、登校を拒否し、家の中でプラプラしている生

活が続いたので、一応の生活日課にけじめをつける怒味

で、時間割に従って家庭学習をするならば、学校を休ん

でもよいことを告げる。それに対して第 1日目は、どう

やら机に向い教科書をひらいたりしていたが、約束は破

られ、 2日目かちは、まったく怠情な生活に戻ってしまっ

た。丁度その項、担任教師からも、なるべく休ませない

方がよいのではないかとの助言があり、母親は、本児の

意志にかかわりなく畿務教育としての学校に通わせるこ

とを決意し、本人にそれを告げた。それは、それによっ

て、本児の要求を中心として生活させていた中に、本児

の要求に反した事項を受入れさせようとした lつの試み

であった。じかし本児にとって最も苦痛である学校在い

う刺激を選んだという事が、本児をー胞の不安におと L

いれたようである。

本児は、その処置に対し、はじめは、靭6時頃から机

の前に坐り、 「なぜ学校へ行く、 O月O固までは家で勉

強するj等といって動こうともせず、母親がそれに相手

をしていると、 9時頃にはようやく腰をあげて登校する

という状態であったが、母親の強硬な態度によって、， 1 

か月聞のうちに笠校するまでの時間はだんだんと短縮さ

れ、時には「お母さん僕、学校へ連れて行くの牛を動か

すのより大変か」等といいながち笠校したといい、最後

には、自主的に笠校するようになったが、その頃「僕は

学校休むことに失敗した。なぜ失敗したのかなァJ等と

いっていた。文治療場面では、盛んに「何回たったら僕

のことを忘れるか ?Jときさ、治療者が「製図板を投げ

たことが気になり、それを皆が忘れてくれるまで学校に

行きたくないのではないかJと問うと紫直にうなづくこ

とがあった。

しかし、学業の点では、かなりの遅れがみられ、学級

の中で、ただ坐っているだけという様子もみられたので、
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第 1 図

登校は、図玉、理科、数学等比較的本児の好む教科を中

心に 1日2時間位におさえた。

その後、夏休みになり、学U校が休みになったことか

ら、やや不安は減少した様子にみえたが、それはむしろ

表面的であった。昨年までの夏休みは山や海に行くと生

き生きとして、その変化が帰宅後も続いて、母親として

も山や海に連れて行くことが楽しみであったが、今回

は、そのような変化がまったくみられず、母親を失望さ

せた。

9月の新学期を迎え、 2時間づっの登校が続き、主主校

を拒否するような態度はまったくみられなかった。従っ

て、登校を強制した処置は、一応成功したかにみえた。

しかし来してこの強制が良かったかどうかは、なお長期

にわたっての追跡の上、結論が下されなければならない

であろういこの経験が本児に何を与え得たかという点

については、極めてあいまいである。

その頃は、家庭でも、治療場商でも、時間カレγ〆ー

〈第l図参照〉をかく，)1:に熱中し、 f12年間趣味の事をし

て、 27才から働くj等という。その機を利用して現実に

対する認識を深めさせるためにお金の話をすると、いつ

になく、全の話に応じ fl日300円あればくらせるjと

いうので、 300円で買えるものをあげて行くと、「それな

ら、お金つくればいい」といって紙で 1万円札を作った。

その様子があまりに其剣なのだ「それなら、これでノー

r 

トを買っていらっしゃい」と治療者がいうとv本児は、

「売ってくれない ?Jときき「ねえ、いいでじよ、いい

でしょ、大丈夫だよ、 4回む5回も行けば売っ丈くれ，，<>

よネ、ネ、ネゴと反応する。ここにも、あまりにも本児中

心トであった過去の養育の影密をみることが出来るのでは

ないだろうか。このお金の謡をした事が、かえって本児

の将来への不安を増す結果となってしまったのか、去の

後しばらし f40才まで浪人してもよいか ?Jf8000日は

長いか?J f8000日は20日が400固くればいし、ιだからす

ぐだよネ」等の質問がくり返された。しかいその後九

母親が絵の月謝を袋に入れながら、 「今月は 2回しか行

かなかったJと独り言をいったところ「月謝もったいな

いか ?Jときいたという。三のような現実的な発言は初

めてであり、お金のことを問題にしたことは、何らかの

形で本児に影響を与えていることがわかった。そうなる

と、そのこととこれまでの治療者の働きかけの影響があ

いまいであったものとの差は何なのであろうか、働きか

け方の違いなのであろうか? 刺激として受け入れられ

やすいものと受け入れられにくいものとがあるというこ

となのであろうか。それとも、i いずれも%穫を与えでい

るにもかかわらず、それが治療者に理解されずにいると

いうことだけなのであろうか。

1日2時間の登校が落ちついて来たので、担任教師と

も相談の上3時間に延長しようとすると、本児は強硬に
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反対した。家庭において母親に、 「野回先生は気が違っ

たのかなァ、誰か2時間でいいといってくれる先生はい

ないかなァ」等と話していたとのことである。ここに

も、現実から逃れたい、そして逃れたところで承認され

るような他者とのかかわり合いの中でのみ自己を実現し

ょうとする本児をみることができる。

その頃より、時間カレソFーにますます執着、 ，0固

まで惑いた。後3000日かく J ，あきたらどうなる、あき

てもあきてもやる、成人となるまで後5年、 5年は長い

か、短かいか? 短かいよ不、すぐ来るよネ、 25年時間

カレンダーかいて、 40才になったら就職する。会社で隠

ってくれるものネー」等という話が治療場面でくり返さ

れる。将来への不安が強〈、時間カレン〆ーをかく事は

やめたいが、やめられずにいる本児に対L、治療者とし

て本人の感情を受容しても、それをどのように現実場面

と対応させたらよいの治、解決のつかないままに学期末

を迎えてしまったのである。

3 考察

再開後1年闘の治療を振り返ってみて、やはり第 lに

指摘されねばならないのは、治療の各セ γショシが当面

の問題の処理に終ってしまい、治療者の側に、現在そこ

に提出されている問題を、どう理解し、この先、どう事を

運んだらよいかの、はっきりした治療方針に立脚しての

患者対治療者というこ者の関係が成立していないという

ことであろう。ということは、われわれにとって自閉症

児はまだまだ謎の存在であるということであり、今後、

彼等の精神構造解明への努力がなされなければならない

事を痛感している。

果して、彼等にこれまでにある種々のパーソナリティ

理論をもととした治療理論を、そのままあてはめること

が出来るのであろうか。本児が自己の根底にある不安を

洞察し、既成の固定化された自殺概念が自己自身によっ

て訂正され、受容することが果して出来るのであろう

か。乳児期のマターナルデプリベイショ γの体験が、子

どもに与える影響として多くの学者は、(1)現実の事物へ

の関心と執着の乏しさ、。)，ひと」を「もの」のように

扱う態度、 (3)過去の経験を現在の事態に生かすまずさ

(4)未来への見通しの食しさ等をあげているが、本児の乳

児期を思いおこす時、マタ{ナノレテ'プリベイショ γの体

験があるとは、考えられないにもかかわらず、本児に、

それを体験した子ども速にみられると同じような特徴が

みられることは非悩に興味あるところであり、本児に限

らず、自閉症児の治療を考える時、その子どもの現象を

どう考え、その時点でどの部分の発達を促進させる棋が

必要か、それが全治療過程のどこにどう位置づけられる

かが、常に検討されなければならないであろうし、学習

理論がより積極的に治療の中にとり入れられることによ

り自閉症児の治療も一段とすすむと考えることは出来な

いであろうか。

第2番目には、先にもふれたが幼児期から学童期にか

けての終始かわらぬ受容的義育態度が問題となるであろ

う。自分自身とのかかわりあいの中でしか生きょうと

していなかった本児に、人とのかかわり合いを教える意

味で、受容的な屯町宣は確かに必要であったであろう。し

かし、それがいつまでも同じ様に彼の領域においてのか

かわりあいであったために、かえって彼のその領減での

発達を阻害してしまっているという事はなかったであろ

うか。本児の「人とのかかわり合い」は、あくまでも本

児の側へひきつけての二者の関係であり、そこから出ら

れないところに、本児の不安があり、幼児期にみせた才

能の片鱗もかげをひそめてしまった原因があるのではな

いだろうか。そこに学童期における治療中断の空白の大

きさを感ずる。

第3番目は、学校の問題である、学業には殆んどつい

て行けず、ただ坐っているだけの学校に行かせることの

是非である。われわれとて学校へ行かせることが必ずし

もよいとは考えていない。しかし、学校へ行くことから

おこる不安と緊張、と行かねばならない学校へ行ってい

ないというところからおこる不安と緊張を考えた時、本

児にとっては、後者の方がより大きいようにも思えると

同時に、学校を休ませる事からおこる母親の不安も大き

し木児の不安は多分に母親のこの不安が、本児に投影

されているものであろうが、いずれにしても適当な教育

機関のないまま、集団参加の機会を失ってしまった時の

怠惰な生活をおそれ、髭校を統けさせているというのが

現状である。本児のみならず、すべての自閉症児にとっ

て学校教育がどのような窓沫を持つのか、もっと根本的

に検討されるければならない問題であろう。
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Study on Therapeutic Education of Autistic Child 

-A  Follow-up Caseー

Dept. 7 Nobuyoshi Hi悶 1

Yukie Noda 

We report the case of an autistic child whom we have continued fo百owingup from the age of 

4 up to 15， and hereby we 四is~ the fol1owing th問 equ田 tions':

1) In considering the therapy of autistic children， hadn't it better-consider not only 'the existing 

c1ient~悶itered therapy bb.t also the therapy that tak田 inthe 1間四ingtheory? 

2) Question as to -the upbringing attitude that brings“acceptai1ce" in front. 

3) -1t is necessary to consider a fundamental counter-plan to meet the school problems of au-

tistic children. 

ノ、一
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